
 

 

 

 

   

 

多民族国家と国民、多文化社会における教育 

 オーストラリアは、世界で最も民族多数な国家のひとつです。住んでいる国民の４分の 1 の人たちは他の国で生まれました。公

用語は英語ですが、オーストラリア人の 20％近くの人は自宅で英語以外の言語を話します。 

※民族：アングロサクソン系等欧州系が中心。その他に中近東系、アジア系、先住民など。 

 このような状況が背景にある社会では、異なる民族出身で異なる言語や宗教を持つ人々が、人種差別の恐れを感じることなく

共生し働ける社会環境があることが大切です。オーストラリアでは、異なる文化的背景を持つ人々が平和に共存できるよう、教育

が重要な役割を果たしています。様々な民族出身の子どもたちが同じ学校で学んでいるため、学校は、異なる民族グループの間

でお互いを受け入れ、尊重するという姿勢や態度を養う機会を提供しています。これらは道徳のような科目を通じてではなく、す

べての教科に通じる哲学として、根本的な教育方針となっています。 

 

 

 

 

学校制度 

オーストラリアでは、州政府（各州に教育省がある）が教育制度を管轄しています。初等・中等教育（小学校から高校）は 12 年

制ですが、州によって多少異なるシステムが採用されています。オーストラリアの中学校・高校（セカンダリ―スクール）は、日本

でいう中高一貫教育制度を採っており、10 年生までが中等部（ジュニア）、11・12 年生が高等部（シニア）です。義務教育は 10 年

生終了までで、多数の学生は、大学進学希望者としてそのまま 11年生と 12年生に進学します。 

学校の年度は、1月下旬から 2月上旬に始まり、12月中旬に終了します。（州によって異なります。） 

学年の呼び方は、6年生以降も、7年生、8年生、9年生・・・と、12年生まで続けた呼び方をします。 

外国語教育 

カウラがあるニューサウスウェールズ州ではすべての生徒が中学 1 年生または 2 年生時に外国語を学習することが義務付け

られています。各学校は言語を選択できます。日本語はオーストラリアで学ばれている最も人気のある外国語のひとつです。 

※オーストラリアでは、外国語を教えている先生を、Language Other Than English(LOTE) Teacher と呼びます。 
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Discover Australia,  
 

discover Japan  
 

オーストラリアを知って、日本を知る 

～オーストラリアのカウラにある 

聖ラファエル・カトリック・スクール・カウラ校との友好親善交流～ 

 

 

 みなさん、こんにちは。今回は、市内中学生の交流相手国オーストラリアの、多文化社会における教育、学校制度と生活、

日常生活などについてお話していきます。                                ※参考：もっと知りたいオーストラリア 

第 4回 
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制服 

オーストラリアでは、ほとんどの学校に制服があります。一般的に、私立の学校では制服着用が規則となっていますが、公立

の学校でも制服の着用が推奨されています。 

日差しが非常に強いオーストラリアでは、生徒たちが屋外で活動する際には、帽子を着用しなければなりません。子どもたちは

首や耳を日焼けから守るため、つばの広い帽子や野球帽の後ろに襟足を覆う大きなカバーがついた帽子をかぶります。 

学校生活についておしえて！ 

✔学校は 9時に始まり午後 3時もしくは 3時半に終了。 

✔午前中に一度 10～15分の休憩があり、家から持参したスナックを食べたり校庭で遊びます。 

✔昼休みは 12時半頃に始まることが多い。（40分～1時間） 

✔多くの学校に売店があり、サンドイッチやミートパイ、巻きずし、ドライフルーツ、ジュース、スナックを買うことができます。 

✔大半の生徒たちは家からスナックやランチを持ってきます。 

✔生徒たちは校内をきれいに保つように指導されていますが、定期的な清掃は専門の業者に任されています。日本の学校の

ように生徒たちが日常的に掃除当番といった清掃活動を行うことはありません。 

✔放課後の活動はありません。授業終了とともに生徒はみな下校します。徒歩、スクールバスなど通学方法はさまざまです。 

  小学校では、保護者が送迎することがほとんどです。 

✔学校のクラブ活動というものはありません。学校は週休二日制で、中高生は常に宿題をかかえています。学習塾などはほ 

  とんど見られません。 

日常生活について 

オーストラリアの人は仕事より個人のライフスタイルを優先する傾向があります。残業する人は少なく、自分の生活や家庭との

時間を大切にしています。 

オーストラリア大陸上空では紫外線を吸収する大気圏のオゾン層が薄いため、人体に有害な紫外線が他の地域よりも強く降り

注いでいます。紫外線から子どもたちを守る対策が『No hat, no play（帽子をかぶらない子どもは遊ばせない）』です。 

オーストラリアは日本と同じ左側通行です。そして、自転車に乗る際は、ヘルメットの着用が義務付けられています。 

人気のスポーツは？ 

 ✔クリケット…非常に人気のあるスポーツ。もともと英国で始まったスポーツ。 

 ✔ラグビー… ラグビー・リーグとラグビー・ユニオンという２種類のラグビーがあります。 

 ✔ネットボール・・・一番人気がある団体スポーツ。バスケットボールと似ていますが、ドリブル不可パスしながら前進。 

             伝統的に女性のスポーツですが、今では男性や少年も地域リーグでプレーしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイト・ストーン・ジャーナル ー 国際交流 Newsletter Vol.186 

国際交流ニュースレターは 

「白石市国際交流協会」のホームページで閲覧できます。 

https://www.city.shiroishi.miyagi.jp/soshiki/17/1245.html 
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Discover Australia,  
 

discover Japan  
 

第 4回 

オーストラリアを知って、日本を知る 

左の QR コードを読み取っていた

だくと、ニュースレターと協会のホー

ムページの URL が表示され、簡

単にアクセスできます。ぜひ、モバ

イル端末でもご覧ください。 

撮影地：カウラ 撮影地：カウラ 


